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６
月 

定
例
市
議
会
報
告

～
６
月
補
正
予
算
の
概
要
～

予
算
案
件

人
事
案
件

職　歴

　

６
月
定
例
市
議
会
が
、
６
月
８
日
か
ら
６
月
29
日
ま
で
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
第
１
回
補
正
予
算
な
ど
の
議
案

が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
副
市
長
と
教
育
委
員
会
委

員
、
お
よ
び
公
平
委
員
に
つ
い
て
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

平成元年 4月　農林水産省に入省　
　　　　　　　農林水産省東京肥飼料検査所
平成  3年4月　科学技術庁調整課
平成  5年4月　農林水産省構造改善局事業計画課
平成  6年4月　　同　大臣官房秘書課調整係長
平成  9年8月　　同　農産園芸局企画課企画官
平成13年1月　　同　生産局特産振興課課長補佐（いも類）
平成14年4月　新潟県地域農政推進課参事
平成17年4月　農林水産省生産局農産振興課課長補佐
　　　　　　　（土地利用型農業）
平成19年4月　　同　生産局農産振興課課長補佐（総括及び総務班）
平成20年8月　　同　生産局農業生産支援課課長補佐（総括）
平成21年7月　　同　生産局生産流通振興課地域対策官
　　　　　　　（農業生産支援課併任）
平成23年9月　　同　生産局農産部穀物課米麦流通
　　　　　　　加工対策室長

　

こ
の
た
び
副
市
長
を
退
任
し
、
農
林

水
産
省
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
３
年
間
、
出
雲
市
政
発
展
の
た
め

に
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民

の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
の
行
政
に
長
く
携
わ
っ

て
き
た
身
と
し
て
、
副
市
長
と
い
う
立

場
で
の
地
方
自
治
の
現
場
は
、
ス
ピ
ー

ド
感
と
達
成
感
と
い
う
点
で
得
難
い
も

の
が
あ
り
、
極
め
て
魅
力
的
で
し
た
。

　

出
雲
市
は
、
長
く
住
め
ば
住
む
ほ
ど
、

そ
の
奥
深
さ
が
醸
し
出
さ
れ
、
味
わ
い

深
く
生
活
で
き
る
地
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
地
と
な
り
、
引
き
続
き
出
雲
市
を

応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
岡
市
長
の
も
と
、
出
雲
市
の
飛
躍

と
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念

し
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就任日／
平成24年７月１日

堺
さかい

田
だ

 輝
て る

也
や

（45歳）

河
か わ

内
う ち

 幸
ゆ き

男
お

（前副市長）

◎
一
般
会
計

　

総
額

　

１
３
億
８
，４
０
０
万
円
の

増
額
補
正

　
（
補
正
後
の
総
額
は

７
８
０
億
８
，
４
０
０
万
円
）

庁
舎
整
備
費　

７
９
０
万
円

支
所
税
務
業
務（
賦
課
・
調
査
）

の
本
庁
集
約
化
に
伴
う
テ
レ
ビ

電
話
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
ほ
か

農
業
災
害
復
旧
対
策
事
業
補
助

   

１
，８
０
０
万
円

２
月
及
び
４
月
発
生
の
大
雪
・
強

風
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
業
用

施
設
の
復
旧
に
対
す
る
補
助

観
光
施
設
整
備
事
業

４
，５
５
０
万
円

道
の
駅「
ご
縁
広
場
」公
衆
ト
イ

レ
等
整
備
負
担
金
と
立
久
恵
峡

遊
歩
道
調
査
・
設
計
費

道
路
・
街
路
整
備
事
業

　
　

７
億
７
，１
１
９
万
円

国
の
補
助
内
示
に
伴
う
事
業
費

の
追
加

救
急
高
度
化
事
業 

１
，３
６
２
万
円

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
臨
時
離
着
陸
場

の
芝
生
化
整
備
事
業

斐
伊
川
放
水
路
関
連

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業

　

１
，
５
５
０
万
円

上
塩
冶
町
に
整
備
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
（
体
育
館
及
び
多

目
的
広
場
）
の
実
施
設
計
費

現
年
発
生
単
独
災
害
復
旧
事
業

　

２
，
９
１
８
万
円

４
月
３
日
に
発
生
し
た
強
風
に

よ
り
被
災
し
た
施
設
の
復
旧
費

◎
特
別
会
計

　

総
額

　

１
億
９
，４
０
０
万
円
の

　
　
　
　
　
　
　
　

増
額
補
正

　
（
補
正
後
の
総
額
は

４
７
２
億
５
，
２
３
３
万
円
）

◎
出
雲
市
副
市
長
に

　

堺
田
輝
也
さ
ん

◎
出
雲
市
教
育
委
員
会
委
員
に

成
相
善
美
さ
ん（
渡
橋
町
）、

　

下
手
泰
子
さ
ん（
斐
川
町
上
直
江
）

◎
出
雲
市
公
平
委
員
会
委
員
に

山
本
健
志
さ
ん（
平
田
町
）

６
月 

定
例
市
議
会
報
告議

会
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は

議
会
事
務
局 

☎
�
６
５
７
９

新 の市 介副 紹長
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と
も
に
活
か
し
と
も
に
育
て
る
農
業
の
輪

農
業
委
員
会
だ
よ
り
①

〈
農
業
委
員
会
の
業
務
〉

●
農
地
の
売
買
や
貸
借
、
農

地
の
転
用
の
許
可
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
転
用
・
売
買
・
賃
借
等

に
は
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

　

農
地
を
農
地
と
し
て
売
買
、
貸
借

す
る
場
合
や
農
地
を
他
の
用
途
（
宅

地
、
駐
車
場
な
ど
）
に
転
用
す
る
場

合
は
、
農
地
法
等
に
よ
り
農
業
委
員

会
の
許
可
が
必
要
で
す
。（
毎
月
申

請
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。）

　

そ
の
際
、
転
用
す
る
土
地
が
農
業

振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
内
に
あ
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
区
域
か

ら
の
除
外
手
続
き
（
農
振
除
外
）
が

必
要
で
す
。（
手
続
き
に
は
約
８
か

月
の
期
間
を
要
し
ま
す
。
申
請
は
２

月
と
８
月
の
年
２
回
受
け
つ
け
て
い

ま
す
。）

●
違
反
転
用
や
耕
作
放
棄
地

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

安
全
安
心
な
食
料
確
保
の
た
め

農
地
は
重
要
で
す
。
農
業
委
員
会

は
、
農
地
を
守
る
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
農
地
の
管
理
等

で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
市
や
関
係
機

関
と
協
力
し
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
や

現
地
確
認
を
行
い
、
違
反
転
用
・
耕

作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

●
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し

ま
す
。

　

農
業
を
支
え
る
人
の
育
成
を
図

り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

認
定
農
業
者
や
農
業
生
産
法
人
を

は
じ
め
と
す
る
営
農
組
織
の
育
成
を

図
る
た
め
、
市
・
島
根
県
・
Ｊ
Ａ
・

農
業
者
と
と
も
に
地
域
農
業
再
生
協

議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
地
の
貸
し
借
り
、
集
約
時
の
相
談

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
農
業
者
の
代
表
と
し
て
農

政
活
動
を
展
開
し
、
市
・
議

会
等
関
係
機
関
へ
の
建
議
を

行
い
ま
す
。

　

農
業
・
農
業
者
を
守
る
活
動
を

行
い
、
市
な
ど
関
係
機
関
に
対
し

て
は
農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
意

見
を
伝
え
ま
す
。
市
民
・
農
業
者

の
皆
さ
ま
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

毎
年
春
に
農
業
委
員
会
の
活
動

計
画
（
案
）
を
提
案
し
、
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
求
め
て
い
ま
す
。

〈農業者年金に加入しませんか。〉
　農業者年金は、農業者のための公的な積立年金です。20歳以上
60歳未満の国民年金第１号被保険者である農業者の方（年間60日
以上農業に従事）ならどなたでも加入できます。これからの安心で
豊かな将来設計のために、農業者年金の加入をお考えください。

　農業者年金のメリット
○ 少子・高齢時代に強い積立方式の年金
○ 終身年金で 80 歳までの保証つき
○ 支払った保険料は全額社会保険料控除など税制面でも優遇
○ 認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の国庫
　 補助あり

　

最
近
、
農
業
者
の
方
に
よ
る
野
焼
き
に

関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を
え
な
い
廃

棄
物
の
焼
却
は
野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
周
辺
の
方
に
生
活
環
境

上
支
障
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。




